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「平和を創る者」（マタイ福音書５章９節）
　── イエスの平和と憲法９条の平和 ──

循環農学類　キリスト教応用倫理学研究室　小林　昭博

感謝すること 獣医保健看護学類　動物栄養学ユニット　宮庄　　拓

今ある自分の存在に感謝できる能力（実存感謝力）
循環農学類　作物学研究室　義平　大樹

沖縄県平和祈念資料館の展示「むすびのことば」
（昨夏のキリスト教教育委員会主催「沖縄スタディツアー」の初日に見学）

沖縄戦に関する数々の展示を目の当たりにしつつ、この「むすびのことば」に触れたとき、
戦争の悲惨さと平和の尊さが真に迫って来るようであった（２－３頁参照）。
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イエスの平和
　2000年前のパレスティナにおいて、
イエスは「平和を創る者」を「神の子」
と呼び、最高の讃辞を贈りました。イ
エス時代のユダヤ世界において、神の
子と呼ばれる者がいるとすれば、それ
は神信仰に熱心な者でしかなかったは
ずです。しかし、イエスは信仰深い者
ではなく、「平和を創る者」を神の子
と呼び、その人たちがいかに幸いな者
であるのか、すなわち神に最も祝福さ
れた者であると宣言したのです。
　イエスが平和を宣べた時代はローマ
帝国が地中海世界を手中に収め、初
代皇帝アウグストゥスを継ぐティベ
リウスが世界を支配する時代でした。
それは後に「ローマの平和」（Pax 
Romana）と呼ばれるようになった時
代の始まりでもありました。しかし、
そこにあったのはローマ帝国の絶大な
軍事力による平定であり、世界はロー
マに怯え、ローマを頂点とする諸国間
が軍事力のバランスを保ち、見せかけ
の平和が創られていたに過ぎなかった
のです。
　幼い頃からイエスは自分たちの土地
でローマ兵が好き放題に振る舞い、非
ローマ人である自分たちは、時に生命
さえも差し出さねばならなかった不条
理でしかない現実を目の当たりにして

きたものと思われます。ですから、多
くの民衆が実感していたのと同じよう
に、軍事力を背景とするローマ帝国の
支配を平和と呼ぶ欺瞞に満ちた世界で
はなく、人々が安心して暮らせる平和
な世界を想い描きつつ、いかに平和が
大切であるのかを訴えたのが、平和を
創る者こそが神の子であり、神に最も
祝福された幸いな者であるとのマタイ
福音書５章９節のイエスの宣言だと考
えられるのです。

憲法９条の平和
──日本国民にノーベル平和賞を

　今年の１月末に旧約聖書学者の勝村
弘也教授（神戸松蔭女子学院大学）か
ら一通のメールが届きました。それは
「日本国民にノーベル平和賞を」とい
う活動の推薦者か賛同者になって欲し
いとの案内でした。
　この活動は神奈川県に住む鷹巣直美
さんという一人のクリスチャンが起こ
したものなのですが、彼女は学生時代
に留学したオーストラリアの地で、内
戦等で祖国を追われた人たちと出会
い、平和な日本とその平和を支える憲
法９条の重みを実感したそうです。彼
女は改憲の議論が活発化した2013年
から個人サイトで署名を集め、ノル
ウェー・ノーベル委員会に「憲法９条
にノーベル平和賞を授与してくださ

幸いなるかな、平和を創る者たちは。彼らは神の子たちと
呼ばれるのだから。  （マタイ福音書５章９節［私訳］）

「平和を創る者「平和を創る者」」（マタイ福音書５章９節）（マタイ福音書５章９節）
── イエスの平和と憲法９条の平和 ──── イエスの平和と憲法９条の平和 ──

循環農学類　キリスト教応用倫理学研究室　小林　昭博
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い」とメールを送ったのです。それに
対して、ノーベル委員会からは、授賞
は個人や団体に限られること、推薦に
はノーベル平和賞推薦資格者からの推
薦が必要であるとの連絡があり、そこ
で鷹巣さんは市民団体等と協力して
「《憲法９条にノーベル平和賞を》実行
委員会」を立ち上げ、受賞対象を「９
条を保持する日本国民」に切り替え、
推薦資格を持つ人たちに協力を依頼
し、「日本国民にノーベル平和賞を」
という活動を始めたのです。
　この依頼に対して、一個人、一団体
が推薦者として名乗りを上げたのです
が、その団体が勝村教授を含む12名
から成る「憲法９条をノーベル平和賞
に推す神戸の会」だったのです。勝
村教授は70年近く戦争をしていない
日本の憲法は世界に対してメッセージ
性を持っており、改憲を国内の議論と
してではなく、世界的な視点で考え
るきっかけになるとの理由で推薦者に
なったと表明しています。そして、こ
れらの推薦者たちがノーベル委員会に
正式に推薦し、2014年２月１日の締
め切り前に「憲法９条を保持する日本
国民」がノーベル平和賞に正式にノミ
ネートされるに至ったのです。

平和を創る者
　昨年の夏にキリスト教教育委員会主
催の沖縄スタディツアーを行い、米軍
基地や辺野古の闘争小屋等を学生たち
と一緒に訪れました。表紙の写真の「む
すびのことば」に触れ、沖縄戦を経験
した人たちにとって、戦争の悲惨さと
平和の尊さは理屈ではなく、生活や生
命そのものだということに改めて気づ
かされました。この言葉が頭から離れ
ないままに、翌日訪れた読谷村役場の
「日本国憲法条文モニュメント」（憲法
九条の碑）を見たとき、二度と戦争を
してはいけないとの想いを新たにし、

憲法９条の大切さを痛感したことが想
い起こされます。
　むろんノーベル平和賞が持つ近年の
政治的意味合いや「日本国民に」とい
う近代の国民国家の枠組みを問題視し
ないわけではありませんが、10年振
りに沖縄を訪れ、憲法９条が改定され
ようとしている現状を考えるとき、「日
本国民にノーベル平和賞を」という活
動に参与したいと思ったのです。
　キリスト教に関わり続け、特に新約
聖書学を専門とする者にとっては、鷹
巣さんが発案して行動を起こし、勝村
教授を通して届いた「憲法９条の平和」
は、マタイ福音書５章９節の「イエス
の平和」と決して無関係ではないもの
と感じられるのです。そして、イエス
に「幸いなるかな」と宣言される「平
和を創る者」になることは、「三愛精神」
を生きるわたしたち酪農学園大学の使
命でもあると言えるのではないでしょ
うか。

《日本国憲法条文モニュメント》
（憲法九条の碑）
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　新入生の皆さん、
酪農学園大学によ
うこそっ！皆さん
のご入学を、そして

酪農学園生への仲間入りを心から歓迎
しますっ！私も酪農学園大学の卒業生
（獣医学科（当時）29期生）です。この
大学で学び、遊び、育ち、教えてきた
ことから感じたことを、少し “先輩面”
して、皆さんにお話ししたいと思いま
す。

○○生命の大切さ

　酪農学園大学は様々な形で『生命』
について学ぶことが出来る大学です。
これから皆さんも自然や動物や植物や
人から生命の尊さや素晴らしさ、生命
がもたらしてくれる恵みの深さをたく
さん学ぶことでしょう。
　私たちは教育や研究のために、大切
な生命を犠牲にして学ぶことも多くあ
ります。人が生活していく上で必要な
生命から、私たちがさらに多くの生命
を救うための生命まで。私たちは決し
てその生命を無駄にしてはいけませ
ん。私もこれまで多くの生命（ネズミ
やブタやウシやウマやカエルなど）を
戴き、教育や研究をしてきましたが、
一度もその生命を軽く考えて扱ったこ
とはありません。

　酪農学園大学では年に１度、獣医学
群が中心となって『動物記念祭』を行っ
ています。動物記念祭は酪農学園大学
で教育や研究に用いられて死亡した動
物たちや、附属動物病院において治療
の甲斐なく死亡した動物たちの尊い命
を思い起こし、追悼と感謝の祈りを捧
げる礼拝です。（礼拝ですので「祭（さ
い）」なのです。）私たちは動物たちの
生命に感謝して、礼拝を捧げています。
　このように酪農学園大学は、生命の
大切さを、『感謝』の気持ちを持って
学べる大学なのです。

　この原稿を書いている数日前に、つ
い数年前に卒業した、私とも深く交流
があった卒業生が亡くなったとの知ら
せを聞きました。悲しくてたまりませ
んが、彼の同級生をはじめ、私たちは
皆、『生命の大切さ』を学んだ者として、
志半ばにして天に昇った彼の遺志を尊

感謝すること感謝すること

獣医保健看護学類　動物栄養学ユニット　宮庄　　拓

動物記念祭の様子
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重して、彼の分まで頑張って生きてい
きたいと思います。

○○出会い

　この冊子の題でもありますが、これ
から皆さんはこの酪農学園大学で多く
の人との『出会い』があるでしょう。
　人に出会うと言うことは奇跡的な事
だと思いませんか？現代人が地球上に
誕生してから４万年くらいと考えられ
ています。その間におよそ800億人と
いう人がこの地球上に存在したと考え
られています。現在存在する人でもお
よそ70億人と言われています。その
中で、この時、この場所で出会う確率
は天文学的な数字であることは容易に
想像出来るでしょう。この時、この場
所に居てもすれ違うだけの人や名前を
知ることもない人の方が多いのも分か
るでしょう。逆に、例え１秒でもずれ
て居れば、隣に居ることさえなかった
人もいるでしょう。その中で『出会う
人』は、これはもう『神様の御業（み
わざ）』としか考えられません。
　たまたま同じ大学の同級生になった
のではありません。たまたまあなたの
先生になったのではありません。そこ
には必ず意味があると、『神様の御心
（みこころ）』があると私は思っていま
す。だから、皆さん、是非、これから
の大学生活の中で、多くの人との出会
いに『感謝』して、その出会いを大事
にして下さい。

○○感謝すること

　これまでお話しした『生命の大切さ』

や『出会い』のメッセージには『感謝
すること』がともに入っていることに
気が付きましたか？私は皆さんにこの
酪農学園大学で『感謝する気持ち』を
学んで欲しいと切に願っています。
　大学生活の中では多くの喜びや楽し
みが訪れると思いますが、それと同時
に多くの悲しみや苦しみも訪れる可能
性があると思います。そんな時のため
に私は皆さんにひとつの聖書の言葉を
贈りたいと思います。
『いつも喜んでいなさい。
絶えず祈りなさい。
すべてのことについて、感謝しな
さい。
これが、キリスト･イエスにあっ
て、神があなたがたに求めておら
れることである。』
（テサロニケ人への第一の手紙５
章16～18節）

　これは私が人生の糧としている聖書
の言葉です。生きていく中では悲しい
ことや苦しいことも多くあります。し
かし、それは『神様の御業』であり、
そこには『神様の御心』があると思い
ます。だから私はどんなに悲しいこと
や苦しいことがあっても、『いつも喜
び、いつも感謝して』、日々を過ごし
ている “つもり” です。
　皆さんも是非、これからの酪農学園
大学での生活の中で、『生命の大切さ』
を学び、多くの『出会い』を大切にし、
それを『いつも喜び、いつも感謝して』、
学生生活を大いに楽しんで過ごして下
さい。酪農学園大学は楽しい大学です
よっ！
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大学に入学できた
ことの貴重さ
　循環農学類の義平

大樹と申します。専門は作物学です。入
学おめでとうございます。ご自分が大
学生になれたことを自分自身喜び、希
望に満ち溢れている人もいれば、第１
希望の大学や学類に入ることができ
ず、不本意に思っている人も中にはい
るかもしれません。しかし、世界には
高等教育を受ける境遇にない人、国内
においても経済的理由で大学進学を諦
めざるを得ない人が数多くいることを
考えてみたことはあるでしょうか？
今、こうして大学生になれたことは、
相対的に考えると非常に恵まれたこと
なのです。

知的障がいを持つ２人の息子に教
えられたこと
　私は最近、今ある自分の存在に感謝
できる（生きていて良かった）と思え
る能力（以下、実存感謝力）というも
のがあるのではないかと考えていま
す。（決して、世の中の矛盾に対して
従順であるべきだと言っている訳では
ありません。）
　私は、子供を持つまでは障がいのあ
る人と接したことはほとんどなく、町
で知的障がいの人を見かけても、「自
分と関係のない世界だ。」と傍観して
いました。ところが、結婚して生まれ

てきた息子が２人とも、知的障がいを
併せ持つ自閉症児だったのです。人間
が障がいを持って生まれてくる確率は
500人（100人）に１人とも言われて
いますが、単純に計算すると、２人の
子供が連続して障がいを持って生まれ
てくる確率は25万分の１となります
（医学的には兄弟発症率は確率以上に
高くなる）。何故、自分だけが25万人
の１人なのか。自分自身を納得させる
人生上の理由を模索し続ける日々が数
年続きました。
　ある時、これら息子たちの将来を本
気で考えるのなら、「神様が何らかの
役割を私たち夫婦に与えるために、障
がいのある２人の息子を与えてくだ
さった。」と考える方が積極的に生き
ることができることに気づきました。
それは、学内の２人のクリスチャン
の先生から聖書の言葉「さて、イエ
スは通りすがりに、生まれつき目の
見えない人を見かけられた。弟子た
ちがイエスに尋ねた。『ラビ、この人
が生まれつき目が見えないのは、だ
れが罪を犯したからですか。本人で
すか。それとも、両親ですか。』イエ
スはお答えになった。『本人が罪を犯
したからでも、両親が罪を犯したから
でもない。神の業がこの人に現れるた
めである』」（ヨハネ福音書９章１－４
節）」を紹介されたこともきっかけの
１つでした。
　障がいのある２人の息子たちから多

今ある自分の存在に感謝できる能力（実存感謝力）今ある自分の存在に感謝できる能力（実存感謝力）

循環農学類　作物学研究室　義平　大樹
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くの事を学びました。その最も重要な
ことは、「競争社会ではとても生きて
いくことのできない彼らであっても、
命の実存こそが素晴らしい」と感じさ
せてくれることと、「障がいがあるが
故に人生の選択肢が非常に限られてい
る彼らに比べると、仕事上苦しいこと
があってもほとんどのケースは、自分
が選択したもので、その仕事があるこ
と自体感謝すべきものだ。」と思える
ことです。これらが現在の自分の原点
となっております。彼らのおかげで、
私のような従来、自己中心的な人間も
実存感謝力を少しは持てるようになっ
たかなと感じております。

与えられた自分の存在に感謝できる
感覚がないと、幸せ感は続かない
　あるテレビを見ていると、幸せを感
じる時には人間の脳の中にはオキシト
シンというホルモンが出ているそうで
す。しかし、オキシトシンは時間がた
つと、分解されるため、幸せ感は、あ
る程度の時間で消えていきます。先
日、イチロー選手が4000本安打の達
成を振り返るコメントの中で、達成
の喜びは非常に大きいものだったが、
それよりもその10日後に勝敗が決
まっている試合の９回に代打を命じ
られた時の屈辱に立ち向い、真剣に
準備している自分を評価してほしい
と強調しているのを聞きました。人
間は何かを達成したら、それ以降幸
せであり続けるというものではなく、
結果よりも、目標に向かってその人
なりに努力し続けられている状況そ
のものに感謝の念を持てることこそ
が、幸せ感を持続する秘訣であると言
えます。

自分自身へのチャレンジと、異なる世
界にいる人々の存在を知ることが大切
　大学のカリキュラムを主体的に捉え
ることなく、単位取得の観点からのみ
考えて不平・不満を述べる学生の声を
耳にします。学生の理解度を考えた講
義にする義務は大学側にはもちろんあ
りますが、大学教育の貴重さに気づい
ておらず、能動的に受講していない姿
を見ると、「もったいない。社会に出
たらこの環境はないんだよ。」と心の
中で叫んでしまいます。
　大学生であることの貴重さを実感す
るには、第１に自分自身にチャレンジ
できるものを持つ、第２に自分とは異
なる世界にいる人々の存在を知り、自
分の今の人生を外から眺める機会を持
つ、ことであると、私個人は考えてお
ります。
　課外活動や研究室の研究活動など、
ある程度の期間、集中的に１つの事に
取り組むと、自分をサポートしてくれ
る人の存在無しには、自分の活動が進
まないことを強く感じる体験となりま
す。また、ボランティアや社会活動に
参加すると、自分とは異なる環境に暮
らしている多くの人の存在に気づき、
人生上の今の状況を相対的にとらえる
ことができます。人生上の悩みは、自
分の殻に閉じこもっている時ほど、膨
大化して見え、実存感謝力がある人
（時）ほど、問題点を相対的にポジティ
ブに捉え、今できる努力への着手が早
いと感じています。
　皆さんも、心底、打ち込めるものを
見つけ集中的に取り組み、それを通し
て大学外の実社会との接点を持てるよ
うな能動的な大学生活を送っていただ
ければと願っています。
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あ と が き

　◇新入生のみなさん、ようこそ酪農
学園大学へ。これからの学びが実り多
いものとなるようお祈りします。
　◇『出会い』70号をお届けします。
初編集で慣れない作業でしたが、宮庄
先生と義平先生が「感謝」をテーマに
お書きくださり、一貫性のある内容に
なりました。宮庄先生曰く、これは偶
然の一致とのことですが、ここにお二
人のキリスト教理解（信仰観）が顕れ
ており、それが学生に対するメッセー
ジとなって表されているものと感じら
れます。
　◇本文に書きました「日本国民に
ノーベル平和賞を」という活動は端緒
に付いたばかりです。実行委員会は受
賞するまでこの活動を続けると宣言し

ています。なお、ノーベル平和賞の推
薦資格は以下の通りです。
　◎国会議員や閣僚、◎国際裁判所
の裁判官、◎大学の学長、社会科学・
歴史学・哲学・法学・神学の教授および
名誉教授、平和研究所や外交政策研究
所の所長、◎ノーベル平和賞の受賞者、
◎ノーベル平和賞受賞団体の役員、
◎ノルウェー・ノーベル委員会の現また
は元メンバー、◎ノルウェー・ノーベル
委員会の元アドバイザー。
　わたしは神学の部門で該当します
が、准教授ですので、現時点では推薦
資格がありません。しかし、この活動
の賛同者には資格はありませんので、
まずは賛同者として、この活動に加
わっていきます。 （A.K.）

　本学はキリスト教精神に基盤を置く大学として、創立以来60年以上大学
礼拝を大切にしてきました。授業期間中の毎週火曜日の２時限（午前10時
40分～12時10分）は大学礼拝の時間に充てられており、学生、教職員の
誰しもが出席できるよう、この時間には授業等が入らないように配慮され
ています。大学礼拝は建学の精
神である「三愛精神」（神を愛
し、人を愛し、土を愛する）を
経験してもらう実学教育の場と
して設定されています。悩みや
心配なことがあるときは特にこ
の場で心を静め、リラックスし
たりリフレッシュしたりできる
ひとときを過ごしてもらいたい
と願っています。

大学礼拝の案大学礼拝の案内内

2013年12月17日（火）の大学礼拝
（大学クリスマスコンサート）


